
 

「第 24回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム」結果概要について 

日時・ 

場所 

平成 27年３月 22日（日）13:00～16：50 

横浜シンポジア（産業貿易センタービル９階） 

内 容 １ 開催趣旨 

・ 水源環境保全・再生の取組の情報提供・発信等を行い、県民意見を幅広く収

集するとともに、「第２期かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画」及び

水源環境保全税についての県民周知を目的に実施する。 

・ 特に第２期５か年計画満了時には、施策の前半 10年の節目を迎えることか

ら、これまでの取組状況全体を紹介するとともに、参加者と意見交換するため

の県民フォーラムを開催する。 

・  このため、最近２年間は「もり・みずカフェ」形式による開催が中心であっ

たが、説明や意見交換を十分に行うことが可能なホール会場での開催とした。 

 

２ 開催内容 

 （議場） 

・ 開会あいさつ   県民会議田中座長、金子環境農政局長 

・ 基調講演     鈴木 雅一（東京大学大学院農学生命科学研究科教授） 

・ 実績・成果報告  水源環境保全課、自然環境保全センター 

・ パネルディスカッション  

田中 充（法政大学社会学部長）       ※コーディネーター 

   淺枝 隆（埼玉大学大学院理工学研究科教授） ※以下、パネリスト 

   内野 ミドリ（ＮＰＯ法人かながわ森林インストラクターの会） 

   興梠 克久（筑波大学生命環境系森林資源社会学研究室准教授） 

髙橋 弘二（横須賀「水と環境」研究会代表） 

   中村 道也（ＮＰＯ法人丹沢自然保護協会理事長） 

・ 会場参加型討論 

上記参加者に加え、伊集 守直（横浜国立大学経済学部准教授）も登壇。 

・ 講評       県民会議田中座長 

（ﾚｾﾌﾟｼｮﾝｽﾍﾟｰｽ） 

・ 水源環境保全・再生に取り組む市民団体（７団体）の活動展示 

「海の森・山の森事務局」「かながわ森林インストラクターの会」 

「四季の森里山研究会」「湘南二宮・ふるさと炭焼き会」 

「丹沢山地水土保全研究会」「ふれあい環境整備ＳＳＧ」 

「環境学習リーダー会」及び施策紹介のパネル展示 

 

 

３ 主催者 

  水源環境保全・再生かながわ県民会議 

・ 施策調査専門委員会の有識者委員５名が、基調講演講師やパネリスト等とし

て登壇し、フォーラムチームの公募委員７名が、受付や案内などの会場運営を

担当した。 

 



 

４ 参加者数  

１５５名／２００名（最大収容者数） 

※ アンケート回収数８８枚（集計結果については別紙参照） 

 

５ 開催効果 

・  基調講演や実績・成果報告、配布資料（「水源環境保全税による特別対策事業の点検結

果報告書（平成 25年度概要版）」「かながわ水源環境保全・再生 これまでの取組」等）により、

水源環境保全・再生施策の内容やこれまでの取組状況などについて情報提供す

ることができた。 

・  パネルディスカッションでは、水源環境保全・再生施策に対する現状認識や

今後に向けた課題などについて、専門家や市民活動に携わる立場から多様な視

点による議論が行われた。また、会場参加型討論では、事業内容等に関する質

問や意見が多数寄せられ、それに対してパネリスト等がコメントする形式で意

見交換が行われた。 

・ レセプションスペースにおいては、市民事業支援補助金交付団体（７団体）

が活動展示を行い、各地域での県民主体の水源環境保全・再生の取組の様子を

紹介するとともに来場者との交流を図った。 

 

特記事項  

※ 次頁以降に当日写真及びアンケート集計結果を掲載 
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